
令和5年3月20日
厚生労働大臣

殿

機関名 国立大学法人筑波大学

所属研究機関長 職 名 学長

永田 恭介氏 名

次の職員の令和4年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。

1．研究事業名 地域医療基盤開発推進研究事業

2．研究課題名 災害派遣精神医療チーム(DPAT)の活動期間及び質の高

3．研究者名 （所属部署‘職名） 医学医療系-2_教授

い活動内容に関する研究

(氏名 フリガナ） 太刀川 弘和 （タチカワ ヒロカズ）

4．倫理審査の状況

咳当性の有無

有 無

左記で該当がある場合のみ記入（※'）

｜未審査(※鋤審査済み 審査した機関

人を対象とする生命科学･医学系研究に関する倫理

指針（※3）
筑波大学 医の倫理委員会■ □ ■ □

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □ ■ □ □

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針
□ ■ □ □

’
その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ）
□ ■ □ □

（※1）当咳研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了してい雄い場合は、「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。

（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針｣、「臨床研究に関する倫理指針｣、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針｣、「人を対
象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に配入すること。

5．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

||研究倫理議育の受講状況 |受諦■未受講ロ ’
6．利益相反の管理

’ 当研究機関におけるCOIの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □(無の場合はその理由 ）

当研究機関におけるcOI委員会設置の有無 有 ■ 無 □(無の場合は委離先機関 ）

当研究に係るCOIについての報告・審査の有無 有 ■ 無 口(無の場合はその理由 ）

当研究に係るcOIについての指導・管理の有無 有 口 無 ■（有の場合はその内容 ）

(留意噸項） ・骸当する□にチェックを入れること。

・分担研究者の所展する機関の長も作成すること。



令和5年3月20日
厚生労働大臣

殿

機関名 国立大学法人筑波大学

所属研究機関長 職 名 学長

氏 名 永田 恭介

次の職員の令和4年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。

1．研究事業名 地域医療基盤開発推進研究事業

2．研究課題名 災害派遣精神医療チーム(DPAT)の活動期間及び質の高い活動内容に関する研究

3．研究者名 （所属部署・職名） 医学医療系・准教授

(氏名 ・フリガナ） 高橋 晶 （タカハシ ショウ）

4．倫理審査の状況

左記で該当がある場合のみ記入（※'）

｜未審査‘※2）審査済み 審査した機関

該当性の有無

有 無

人を対象とする生命科学･医学系研究に関する倫理

指針（※3）
筑波大学 医の倫理委員会■ □ □■

□ ■遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □□

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針
□ ■ □□

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ）
□ ■ □□

(Xl)当骸研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了してい鞍い場合は、「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

（※2）未審査に場合は、その理由を記職すること。

（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針｣、「臨床研究に関する倫理指針｣、「ヒトケノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針｣、「人を対
象とする医学系研究に関する倫理指針」に鵡拠する場合は、当咳項目に記入すること。

5．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

’|受講■未受瀧口’ 研究倫理教育の受講状況
6．利益相反の管理

有 ■ 無□(無の場合はその理由当研究機関におけるCOIの管理に関する規定の策定

〕

有 ■ 無 口(無の場合は委託先機関当研究機関におけるCOI委員会設置の有無 ）

有 ■ 無 □(無の場合はその理由当研究に係るCOIについての報告・審査の有無 ）

有 口 無■（有の場合はその内容当研究に係るCOIについての指導､管理の有無

〕

(留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。



令和5年3月31日
厚生労働大臣 殿

機関名 濁協医科大学

所属研究機関長 職 名 学長

氏 名 吉田 謙一郎

次の職員の令和4年度厚生労働科学研究費の調査研究における､倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。

1．研究事業名 地域医療基盤開発推進研究事業

2．研究課題名

3．研究者名

災害派遣精神医療チーム(DPAT)の活動期間及び質の高い活動内容に関する研究

(所属部署・職名） 医学部・講師

（氏名

4．倫理審査の状況

フリガナ） 五明佐也香・ゴメイサヤカ

該当性の有無

有 無

左記で該当がある場合のみ記入（※'）

審査済み 審査した機関 未審査（※2）

人を対象とする生命科学･医学系研究に関する倫理

指針(※3）
□ ■ □ □

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □ ■ □ □

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針
□ ■ □□

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ）
□ ■ □ □

(X l)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。

（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針｣、「臨床研究に関する倫理指針｣、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に閲する倫理指針｣、「人を対

象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当咳項目に妃入すること。

5．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

|受講■未受講ロ ’|研究倫理教育の受講状況
6．利益相反の管理

当研究機関におけるCOIの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □(無の場合はその理由 ）

有 ■ 無 □(無の場合は委託先機関当研究機関におけるCOI委員会設瞳の有無 ）

有 ■ 無 □(無の場合はその理由当研究に係るCOIについての報告・審査の有無 ）

’ 有 口 無 ■（有の場合はその内容当研究に係るCOIについての指導．管理の有無 ）

(留意事項） ・骸当する□にチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。



令和5年3月28日

厚生労働大臣
雫国壷医薬品食品衛生研究訴掛一殿

機関名

所属研究機関長 職 名

氏 名

日本赤十字社医療センター

院長

本間 之夫

→ 三

次の職員の令和4年度厚生労働科学研究費の調査研究における､倫理審査状況及び利益相反等の管瑠垣つい

ては以下のとおりです｡

1．研究事業名 一地域医療基盤開発推進研究事業

2．研究課題名 災害派遣精神医療チーム(DPAT)の活勤期間及び質の高い活動内容に関する研究一

3．研究者名 （所属部署・職名） 日本赤十字社医療センター 国隙医療救援部・国内医療救趨部 部長

(氏名_･フリガナ） 丸山 嘉一 （ﾏﾙﾔﾏﾖｼｶｽﾞ ）

4．倫理審査の状況

’ 左記で談当がある場合のみ記入(Kl)
骸当性の有無

有 無
未審査(※

2）
審壷済み 審謹した機関

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫

理指針(※3）
日本赤十字社医療センター■ □

！

□■

I

lp lロ ■遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □

｜□ ’
厚生労働省の所管する実臆機関における動物実験

等の実施に関する基本指針
□□ ■ ロ

lpl
その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ）
□□□ ■

MI)当該研究者が当践研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理萎員会の審査が済んでいる鳩合は、『審査済みjにチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない渇合は、「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

（※2）未審査に場合は、その理由を記戦すること。

（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針｣、「臨床研究に関する倫理婚針｣、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針｣、「人を対象
とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する鳴合は、当咳項目に妃入すること。

5．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

－可|I受講■末受辮pl’ 研究倫理教育の受辮状況
6．利益相反の管理

有 ■ 無 □(無の場合はその理由： ）当研究機関におけるCOIの管理に関する規定の策定

有 ■ 無 口(無の嶋合は婆託先機関： ）当研究機関におけるCOI婆員会設置の有無

有 ■ 無 □(無の場合はその理由当研究に係るCOIについての報告・審査の有無 ）

有 口 無 ■（有の場合はその内容：当研究に係るCOIについての指導・管理の有無 ）

(留意事項） ・餓当するロにチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

－ 一一 ロ■■■ ー－■一 ー■ 一 ユ ー

1



2023年 3月 24日

厚生労働大臣
殿

機関名 滋賀県立精神保健福祉センター

所属研究機関長 職 名 所長

辻本 哲士氏 名

次の職員の令和4年度厚生労働科学研究費の調査研究における､倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。

1．研究事業名 地域医療基盤開発推進研究事業

2．研究課題名 災害派遣精神医療チーム(DPAT)の活動期間及び質の高

3．研究者名 （所属部署・職名） 滋賀県立精神保健福祉センター・所長

い活動内容に関する研究

(氏名・フリガナ） 辻本 哲士 （ツジモト テツシ）

4，倫理審査の状況

左記で該当がある場合のみ記入(Xl)

審査済み 審査した機関 未審査（※2）

該当性の有無

有 無

人を対象とする生命科学･医学系研究に関する倫理

指針（※3）
筑波大学 医の倫理委員会■ □ □■

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □ ■ □□

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針
□□ ■ □

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ）
□ ■ □ □

(>Xl)当骸研究者が当骸研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ

クし－部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）‐

（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。

（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針｣、「臨床研究に関する倫理指針｣、「ヒトゲノム・適伝子解析研究に関する倫理指針｣、「人を対

象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当骸項目に記入すること。

5．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

|受講ロ未受講ロ ’|研究倫理教育の受講状況
6．利益相反の管理

有 口 無 ■(無の場合はその理由:当機関は行政擬関であり、研究機関ではないため）当研究機関におけるCOIの管理に関する規定の策定

有 口 無 ■（無の場合は委舵先機関：国立大学法人筑波大学当研究機関におけるCOI委員会設置の有無 ）

有 ■ 無 □(無の場合はその理由当研究に係るCOIについての報告・審査の有無 ）

有 口 無 ■（有の場合はその内容当研究に係るCOIについての指導・管理の有無 ）

(留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。


